
拝
啓
、
過
日
ハ
御
光

来
被
下
難
有
奉
存
候
、
又

早
速
御
礼
状
被
下

恐
入
候
、
当
日
来
会

の
三
嶋
弥
彦
君

急
逝
驚
入
候
、
人

生
真
ニ
無
常
と

可
申
候
、
即
ち
又

大
磯
ニ
御
出
可
被
下
、

春
ハ
よ
ろ
し
く
御
保

養
ニ
御
出
願
上
候
、
小
生
ハ

本
日
ハ
風
邪
ニ
て
国
会
を

休
み
、
明
日
よ
り
出
勤
、

頓
智
供
出
続
行

仕
候
、
呵
々

先
ハ
御
ア
イ
サ
ツ
迄
、

如
此
候
、
敬
具吉

田

茂

谷
口
直
枝
子
様御

前

【
釈
文
】

ウ
ェ
ブ
講
座
「
吉
田
茂
の
手
紙
を
読
む
」
第
6
回

昭
和
29
年
2
月
5
日
付

谷
口
直
枝
子
宛
吉
田
茂
書
簡

す

え

こ



拝
啓
、
過
日
は
御
光
来
下
さ
れ
有

り
難
く
存
じ
奉
り
候
、
又
早
速
御

礼
状
下
さ
り
恐
れ
入
り
候
、
当
日

来
会
の
三
嶋
弥
彦
君
急
逝
驚
き
入

り
候
、
人
生
真
に
無
常
と
申
す
べ

く
候
、
即
ち
又
大
磯
に
御
出
で
下

さ
る
べ
く
、
春
は
よ
ろ
し
く
御
保

養
に
御
出
で
願
い
上
げ
候
、
小
生

は
本
日
は
風
邪
に
て
国
会
を
休
み
、

明
日
よ
り
出
勤
、
頓
智
供
出
続
行

仕
り
候
、
呵
々

先
ず
は
御
ア
イ
サ
ツ
迄
、
此
の
如

く
候
、
敬
具

吉
田

茂

谷
口
直
枝
子
様御

前

た
て
ま
つ

そ
う
ろ
う

拝
啓
、
先
日
は
ご
来
訪
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
早

速
お
礼
状
を
く
だ
さ
り
恐
れ
入
り
ま

す
。
当
日
来
て
い
た
三
嶋
弥
彦
君
の

急
逝
に
ひ
ど
く
驚
き
ま
し
た
。
人
生

は
ま
こ
と
に
無
常
だ
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
大
磯
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

春
は
よ
ろ
し
く
ご
保
養
に
お
出
で
願

い
ま
す
。
私
は
本
日
は
風
邪
に
て
国

会
を
休
み
、
明
日
よ
り
出
勤
し
ま
す
。

頓
智
供
出
続
行
（
笑
）

ま
ず
は
ご
挨
拶
ま
で
、
こ
の
通
り
で

す
。
敬
具

吉
田

茂

谷
口
直
枝
子
様御

前

【
現
代
語
訳
】

【
書
き
下
し
文
】



被
下
（
く
だ
さ
る
）

…

２
行
目

「
被
」
は
古
文
書
や
古
記
録
、
書
簡
に
頻
出
す
る
受
身
・
尊
敬
・
可
能
を
表
す
助
動
詞
で
、
基
本
の
読
み
方

は
、
「
る
・
ら
る
」
と
な
り
ま
す
。
「
被
ㇾ
下
」
は
吉
田
茂
も
よ
く
使
用
す
る
言
葉
で
、
「
下
さ
る
／
下
さ

れ
」
と
読
み
ま
す
。
一
般
的
に
、
「
被
」
の
文
字
の
く
ず
し
方
は
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
吉
田
の
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
ヒ
」
に
近
い
く
ず
し
方
を
し
ま
す
。

難
有
（
あ
り
が
た
し
）

…

２
行
目

「
難
」
は
、
「
む
ず
か
し
い
」
と
い
う
意
味
の
形
容
詞
で
す
が
、
返
読
文
字
と
し
て
は
、
意
味
は
同
じ
で
読

み
方
は
「
が
た
し
」
と
な
り
ま
す
。
「
難
ㇾ
有
」
は
「
あ
り
が
た
し
」
と
読
み
ま
す
が
、
吉
田
の
場
合
は
、

大
体
が
「
奉
存
候
」
と
セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
た
め
、
「
有
り
難
く
存
じ
奉
り
候
（
あ
り
が
た
く
ぞ
ん
じ
た
て

ま
つ
り
そ
う
ろ
う
）
」
と
「
あ
り
が
た
し
」
の
「
し
」
が
「
く
」
に
活
用
す
る
形
と
な
り
ま
す
。

可
申
（
も
う
す
べ
し
）

…

８
行
目

「
可
」
は
「
べ
し
」
と
読
む
助
動
詞
で
、
意
志
・
当
然
・
命
令
な
ど
の
意
味
を
表
し
ま
す
。
今
回
の
例
で
は
、

「
可
ㇾ
申
（
も
う
し
べ
し
）
」
と
、
「
申
」
と
い
う
動
詞
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
可
」
の
く
ず
し

方
は
吉
田
の
場
合
、
「
一
」
と
「
の
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
で
す
。

可
被
下
（
く
だ
さ
る
べ
し
）

…

９
行
目

前
出
の
「
被
」
と
「
可
」
を
組
み
合
わ
せ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
「
可
ㇾ
被
ㇾ
下
」
で
「
下
さ
る
べ
し
」
と

な
り
ま
す
。
文
字
を
よ
く
見
て
い
た
だ
く
と
、
「
可
」
と
「
申
」
の
間
に
点
の
よ
う
な
も
の
が
挟
ま
っ
て
い

る
の
が
み
え
ま
す
。
こ
れ
が
「
被
」
で
す
。
基
本
は
「
ヒ
」
の
よ
う
な
く
ず
し
方
を
し
ま
す
が
、
時
折
さ
ら

に
省
略
し
た
形
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
可
申
」
と
「
可
被
下
」
の
文
字
を
見
比
べ
て
み
る
と
、

点
の
存
在
が
よ
く
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
返
読
文
字
に
つ
い
て
②
】

前
回
に
引
き
続
き
、
吉
田
茂
が
よ
く
使
用
す
る
返
読
文
字
と
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
語
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



頓
智
供
出
続
行
仕
候
？

手
紙
の
最
後
に
「
頓
智
供
出
続
行
仕
候
」
と
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
文
章

の
意
味
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
風
邪
で
国
会
を
休
み
、
明
日
か
ら
ま
た
出
勤
す
る
と
い
う
文
脈
と
、

「
供
出
」
と
い
う
言
葉
が
「
国
な
ど
の
要
請
に
よ
っ
て
物
資
を
さ
し
出
す
こ
と
」
な
の
で
、
吉
田
独
特
の

ユ
ー
モ
ア
で
「
ま
だ
ま
だ
国
会
に
自
分
の
頓
智
を
さ
し
出
し
続
け
て
い
ま
す
（
首
相
を
続
け
て
い
ま

す
）
」
と
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
「
頓
智…

」
の
文
章
の
あ
と
に
続
く
「
呵
々
」
は

「
か
か
」
と
笑
い
声
を
表
し
て
お
り
、
現
代
に
置
き
換
え
る
と
「
（
笑
）
」
と
い
っ
た
表
現
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。

手
紙
の
日
付
を
み
る
と
、
昭
和
29

年
２
月
５
日
付
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
は
、
第
５
次
吉
田
内

閣
で
吉
田
が
首
相
を
務
め
て
い
た
最
後
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
鳩
山
一
郎
ら
の
離
党
と
復
党
、
政
局
安
定

の
た
め
の
自
由
党
と
改
進
党
と
の
保
守
合
同
の
提
唱
な
ど
、
次
第
に
自
由
党
総
裁
と
し
て
の
吉
田
の
求
心

力
に
衰
え
が
見
え
始
め
て
い
た
時
期
で
し
た
。
今
回
の
手
紙
か
ら
は
こ
う
し
た
政
局
運
営
の
困
難
さ
は
う

か
が
え
ま
せ
ん
が
、
次
回
以
降
ご
紹
介
す
る
吉
田
の
引
退
前
後
の
手
紙
に
は
、
そ
の
時
々
の
吉
田
の
心
情

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

三
島
弥
彦
に
つ
い
て

文
中
で
登
場
す
る
三
島
弥
彦
は
、
令
和
2

年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
に
も
登
場
し
た
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
人
物
で
す
。
実

は
、
三
島
は
、
吉
田
茂
と
谷
口
直
枝
子
の
両
者
い
ず
れ
に
も
関
係
す
る
人
物
で
し
た
。

ま
ず
、
吉
田
に
と
っ
て
三
島
弥
彦
は
義
理
の
叔
父
に
あ
た
り
ま
す
。
吉
田
の
妻
・
雪
子
の
母
・
峰
子
が

弥
彦
の
姉
で
し
た
。
峰
子
と
弥
彦
は
、
薩
摩
藩
出
身
で
、
警
視
総
監
な
ど
も
務
め
た
三
島
通
庸
の
子
ど
も

で
、
三
島
家
は
大
磯
に
も
別
荘
を
所
有
し
て
お
り
、
弥
彦
だ
け
で
な
く
、
峰
子
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
牧
野
伸

顕
一
家
も
し
ば
し
ば
大
磯
を
訪
れ
た
と
い
い
ま
す
。

一
方
、
谷
口
直
枝
子
は
、
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
に
尽
力
し
た
嘉
納
治
五
郎
の
姪
で
し
た
。
谷

口
夫
人
や
弟
の
柳
宗
悦
が
一
時
暮
ら
し
て
い
た
千
葉
県
我
孫
子
市
天
神
山
の
「
三
樹
荘
」
は
、
嘉
納
治
五

郎
の
別
荘
の
隣
に
あ
り
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
嘉
納
に
勧
め
ら
れ
て
、
我
孫
子
に
住
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
縁
も
あ
り
、
三
者
の
あ
い
だ
に
交
流
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

吉
田
は
、
つ
い
先
日
会
っ
た
三
島
弥
彦
が
急
逝
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
「
人
生
真
ニ
無
常
と
可
申

候
」
と
の
言
葉
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
近
し
い
人
の
死
は
、
少
な
か
ら
ず
吉
田
の
心
に
衝
撃
を
与
え
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

【
内
容
解
説
】


